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形モデル（generalizedlinear model , GLM）と
カテゴリー・データ分析との結合や多次元分割j表
分析のための包括的な枠組みが確立された
(Wrigley, 1985, p. 5）.これは，DCモテソレを適
用するためのコンビュータ・プログラムの開発（0’


























n - exp( v.;) 











































































空間構造からの独立性 (independenceof spatial 
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注） Anderson (1981, p. 5）の凶を一部改安．





れる（Anderson,1981, pp. 4-5). 
評価関数 ： V(S) = s 
統合関数 ： I(s)=r 
反応、関数 ： M(r) = R 
ただし，S= S,・Sn (nは選択肢属性の数）は観
察可能な刺激（選択肢）の属性， S= S1 .. Snはその
主観的対応部（couterparts), rは潜在的反応












































水準 0.5km 1 km l目5km
規 500m' 5 8 9 
模 1000m' 2 4 7 





注） Timmermans (1982, p. 173）の図を基にして，筆者が作成．
x，とらは，それぞれ選択肢gの第j番目の客観的属性と主観的属性を表わす。
E，と B，は，それぞれ選択肢iに対する選好と行動（選択）を表わす。
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mans (1984a), Louviere (1988), Moore (1988), 
Green and Srinivasan (1978 : 1990），森川（1990)
などの紹介に基づいて， DMPモデルの適用手Jr債
を紹介する．以下の説明は，Louviereand Tim-


















対象地域 被験者 選択肢 属性（水準） 選択肢作成方法 選好モデlレ 選択肢評価 分析方法
Schuler (1979) Bloomington llO人 スーパー 価格（平均から 5%ずつ5段階） トレードオフ行列 加法 順位づけ Johnson (1973) 
Recker & Schuler (Indiana) (1977年） ( 6店） 品質（平均から15%ずつ5段階） ( 5×4) I z =10組 の方法
(1981) レジの早さ（ 5 /10/15分），駐車
場までの距離（100/200/300ft.),
距離（l/3/5/7mile)
Louviere & Meyer Tallahasse 10人 スーパー 選択性（平均／以上／以下） 要因実験（27+4 = 乗法 評定 ANOVA 
(1981) (Florida) (12店） 価格 （向上）， 利便性 （移動・駐 31選択肢）
車時間 10/20/30分）
・・・ーーー ーー『・－ －”’ー 骨ー・－ーー ・ー・．．．． －・・ーーー －ーーーーー・－－－ーーーーーーー骨－・’ーー・．．． ・ー・・・・ー －ー・．ー ーーー －ーー， d’ー ・ーーー－． ・・・ー・・・ ・ー－－－ －ー・ーーー ーー ・ーー －ー
Laramie 22人 スーパー 向上 要因実験 乗法 評定 ANOVA 
(Wyoming) ( 6店） (27選択肢）
Burnett (1982) Irving 100人 デパート 品揃え，価格，利便性，威信（各 トレードオフ行列 加法 Johnson(l973) 
(Texas) (15店） 3水準低／中／高） ( 4 × 3 )/ 2 = 6車且 の方法
Timmermans (1980a) Brabant 18人 SC 店舗数（70/40/10), 要因実験 力日法 順位づけ UNI CON 
南東部 時間距離（15/35/45分）， (27選択肢） 乗法
（オランダ） 駐車場探索時間（3/6/9分） 分配
Timmermans & 向上 18人 向上 同上 向上 加法 評定 ANOVA 
Veldhuisen (1981) (16人？） 乗法
Timmermans (1982) 
Timmermans et al Eindhoven 91人 SC 店舗数（大／中／小）， 要因実験 加法 順位づけ UNI CON 
(1983) 。Woensel (1980年） (13カ所） 時間距離（15/30/45分）， (27選択肢） 乗法
Timmermans et al. （オランダ） 駐車場探索時間（4/12/20分）
(1984a) 
Timmermans et al. 
(1984b) 
Timmermans Maastricht 724人 SC 選択幅（狭／中／広），駐車施設 トレードオフ行列 加法 順位づけ OLS （重回帰）
(1984b) （オランダ） (1981年） (39カ所） （悪／中／良），価格（安／中／ ( 5×4) I 2 =10＊且
高），雰囲気（悪／中／良），時
間距離（5/25/45分）
Heijden & 同上 678人 向上 向上 向上 加法 向上 OLS （重回帰）
Timmermans (1988) 
ーーー，－－－－－ーーーーーーーーーー
Eindhoven 194人 SC 
（オランダ） (13カ所）
注）この表には，具体的に対象地域名が明記された事例のみを掲げており，純粋な実験的研究やシミュレーション分析は除外している．ここで除外した研究例の主なもの
には，文脈効果を実験によって検討したEagle(1984），階層的情報統合過程モテソレを検討した Louviereand Gaeth (1987），プランド係留コンジョイント分析を試みた






























U (x) = ヱf. (x.) (7) 
したがって，全体効用値 U(x）は部分効用値の合
計となる（第5図（c））.上式は，／.（ゐ） = w.x.の場



























(a）ベクトルモデル ( b）理想、点モデル ( C）部分効用関数モデル
第5国 選好モデルめ例


























(Timmermans, 1980a, pp. 293-294). 
K-1 































mans, 1984a, p. 195）と考えられるが，必要かっ
十分な属性を選定するには，次のような方法が考










研究亭例 距離幻 価格 駐車施設 u封f削告え、3) サービス 品質 その他
Timmermans et al. (1982) X X X X X X 
Timmermans et al. (1984b) X X 店舗数
Schuler (1979) X X X X X 
Blommestein et al. (1980) X X X X X 雰囲気，安全性
Louviere and Meyer (1981) X X X 





























で異なることは， Blommesteinet al. (1980）を





































































1 10 15 3 
2 10 15 6 
3 10 15 9 
4 10 35 3 
5 10 35 6 
6 10 35 9 
25 70 45 3 
26 70 45 6 



































1 10 15 3 
2 10 35 6 
3 10 45 9 
4 40 15 6 
5 40 35 9 
6 40 45 3 
7 70 15 9 
8 70 35 3 
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The虫旦盟旦 旬 thesupermarket 
from your home is. . . 
qu,c~ Im,. 3ml. 5mi. 
5 min.↑I I I I 
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Number of shops 
(a）交互作用がない場合（店舗数×駐車施設）
100 































例では， Louviereand Meyer (1981), Burnett 












Timmermans (1980a）やTimmermanset al. 
(1983 , 1984a, b）が使用しているUNICONは，
これとほぼ同様のアルゴリズムである（Timmer-
































いう難点がある（森川， 1990,pp.14 15 . Louvier-







P(l, 2，…J) = P( 1 I {l,2，…／｝）・
P( 2 I {2, 3，…J}）・
j".:f U -1 I U一1,J}) 
= I P(j I {j，…／｝）帥
J=l 
ただし， P(l,2，…J)は選択肢が括弧内の順番で






























U(x) = .459（品質）+ .244（価格）＋


































































X;; = a+bX;/ (16) 









































































mans and Veldhuisen (1981）と Timmermans























A 加法 .2 .11 .67 21 
B 加法 .54 .29 .17 11 
C 乗法 .25 .31 .45 25 
D 乗法 .58 .17 .25 34 







mermans et al. (1983）である．この研究では，
事前にRG法によって採用する属性を選定し

























































































選択の幅 0.018 0.014 
駐車施設 0.01 0.005 
価格 0.031 0.017 
雰図気 0.027 0.009 
時間距離 -0.048 0.016 


















and Timmeremans, 1984, p. 1252). 
,. exp(-0.090+1.292X,.-
'' - 1 +exp（一0.090+ 1. 292X..一
0. 885X,2 2. 222X.臼）































































































































































































































p,- DfnkR~~exp （三k んX..) (z)} 
玄i { Df n. R~~ exp（玄k /3.X.) } 
ただし， ρzは選択肢 iの選択確率， x.• ，ま選択肢1
のh番目の属性値， A，φ，e.はパラメータをそれ
ぞれ表わす．ここで， R；•は選択肢 1 の属性k に関
する，他の選択肢との類似性の測度で，












Meyer and Eagle (1982）が二項選択の場合を想
定した，次のような双線形差（bilineardifference) 
モデルを提案している．
































































































































































































































浦（1989,pp. 168-173），石川I(1988, pp. 146-158) 
でも紹介されている．この宣告での解説は，おもに







































































例として， Knightand Menchik (1976）がある．
13）被験者にとって順位づけの方が評定法よりも谷
易であるかどうかという点については，意見が分


































空間選択で＼研究成采の多くを， Area, Tijdsch. 
















ル数が， Timmermansand Veldhiusen (1981, 
p. 1492）で18人， Timmermans(1982, p.175）で
16人と異なって記載されているが，分析結果は全
く一致している（Timmermansand Veldhiusen, 
1981, p. 1492 ; Timmermans, 1982, p. 177）.そ
のため，これらは同ーのデー タを用いたものと推





20) Timmermans et al. (1983）と Timmermans
et al. (1984a, b）とが同ーのデー タを使用してい












































対象となっている（Longley,1984, pp. 381-382). 
26) Borgers and Timmermans (1987, p. 35）のモ
デルとはやや異なるが，Fotheringham(1988）は，
自らが考案した競合着地モデルの近接性の項をロ
ジッ ト・ モデルに追加して，フロ リダ州、｜ゲインズ
ピルでのスーパーの購興地選択に適用している．
27) DMPモデルに文脈効果を取り込む方法とし
て，Louviereand Timmermans (1990, p. 219) 
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